
　
　

 

定
価
一
、二
〇
〇
円

　
　

 

本
体
一
、〇
九
一
円

（
年
ぎ
め
一
三
、〇
〇
〇
円
）
　

　

二
〇
二
〇
年
五
月
一
日
発
行
（
毎
月
一
回
一
日
発
行
）
　
　
　編
集
人
／
原

　知
之

　（〒
１
５
１‒

0
0
５
１
）東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
一‒

一‒

一
二 

桜
美
林
大
学
内
三
階

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

 

発
行
人
／
坂
本
恒
夫

　

 

発
行
所
／
大
原
記
念
労
働
科
学
研
究
所
　
　

　

災害に立ち向かう労働者の
安全衛生を考える

甲田茂樹
消防救急行政におけるディーセント・ワークの確立のために―新型コロナウイルス感染症対応事例から／宮﨑伸光
一人も自殺する職員を出さない民主的な消防職場を／髙島眞治
消防行政をめぐる日本の特性―消防職員の労働基本権・団結権／斉藤英之
災害救援活動と消防職員の惨事ストレス／畑中美穂
石油コンビナートにおける災害防止と消防／川上昇剛
大規模災害に活動する消防―住民等との協働・連携した防災活動の充実に向けて／中村義彰
これからの消防職員の働き方と民主的な職場づくり―女性の参加と労働生活環境の改善／長谷川亜純

連載

V
o

l.7
5

, N
o

.5
,

2020年5月1日発行（毎月1回1日発行）　（75巻5号）ISSN 0035-7774

労
働
の
科
学

2
0

2
0

巻頭言

特 

集

大原記念労働科学研究所

大
原
記
念
労
働
科
学
研
究
所

特 集

　
　

 

定
価
一
、二
〇
〇
円

　
　

 

本
体
一
、〇
九
一
円

（
年
ぎ
め
一
三
、〇
〇
〇
円
）
　

　

消
防
職
員
の
仕
事
と
安
全
健
康

　
自
治
体
消
防
の
持
続
発
展
と
消
防
職
員
の
未
来

消防職員の仕事と安全健康
自治体消防の持続発展と消防職員の未来

凡夫の安全衛生記　
福成雄三

セミナー
再録

V o l . 7 5 ,  N o . 5

誰もが生き生きと働ける社会を
つくる（下）上）　

村木厚子

2 0 2 0

雑誌コード　09727-5 4910097270506
01091



V o l . 7 5 ,  N o . 5

2 0 2 0

作品　About Light ：髙見 晴惠
素材：コピー用紙

2007年9月8日～30日  
モルビーロンガコンストホール・モルビーロンガ／スウェーデン

Mörbylånga Gallery of Art・Mörbylånga
撮影：髙見　晴惠

表紙デザイン：大西　文子

消防職員の仕事と安全健康
―自治体消防の持続発展と消防職員の未来

消防救急行政におけるディーセント・ワークの確立のために
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）への対応事例から
................................................................................................. ［法政大学法学部］宮﨑　伸光..............4

一人も自殺する職員を出さない民主的な消防職場を
いま働く消防士，今はまだ見ぬ消防士たちのために
..................................［高松市石の民俗資料館／元高松市消防局長・元全国消防長会副会長］髙島　眞治..............8

消防行政をめぐる日本の特性
ILO勧告と日本の消防職員の労働基本権・団結権
............................................................................................［全国消防職員協議会］斉藤　英之............14

災害救援活動と消防職員の惨事ストレス
...............................................................................................［名城大学人間学部］畑中　美穂............19

石油コンビナートにおける災害防止と消防
...................................................................................... ［四日市市消防職員協議会］川上　昇剛............24

大規模災害に活動する消防
住民・他団体等との協働・連携した防災活動の充実に向けて
..............................................................［全国消防職員協議会／越谷市消防職員協議会］中村　義彰............28

これからの消防職員の働き方と民主的な職場づくり
女性の参加と労働生活環境の改善
.........................................................................［全国消防職員協議会　女性連絡会］長谷川　亜純............33

俯瞰（ふかん）
災害に立ち向かう労働者の安全衛生を考える
……………………………………………………………………………………………………  1
甲田　茂樹［独立行政法人労働者健康安全機構労働安全衛生総合研究所］

巻頭言



CONTENTS

Series

Column

大原記念労働科学研究所セミナー再録　5
誰もが生き生きと働ける社会を創る（下）....................................... 村木　厚子............38

労研アーカイブを読む（55）
安全ナレッジマネジメント（AIAIモデル）............................................椎名　和仁........... 44

凡夫の安全衛生記（41）
「多様な業務を知って①」社内鉄鋼関連事業..........................福成　雄三............48

第11回日韓参加型産業安全保健ワークショップ（北九州）
参加型職場環境改善のファシリテーターに対する養成研修の効果と課題
日本と韓国の参加者における違いに着目して............................... 石丸　知宏，原　邦夫............50

Between（5）
「写」について..........................................................................................髙見　晴惠............55

KABUKI
伊賀越道中双六　六段目『沼津』
歌舞伎で生きる人たち　その九―辛苦の闇に見える灯.................................. 湯淺　晶子............56

Talk.to.Talk
意に備えしか...............................................................................................肝付　邦憲............58

勞働科學のページ.......................................................................................................................62

次号予定・編集雑記................................................................................................................... 64

Graphic
ディーセント・ワークを目指す職場　17［見る・活動］（112）
...................................................................................................................... 長須　美和子........ 口絵



1労働の科学　75巻５号　2020年

ふ か ん

巻頭言
ふ俯瞰

わ
が
国
は
平
成
に
入
っ
て
か
ら
数
多
く
の
災

害
を
経
験
し
て
き
た
。
阪
神
淡
路
大
震
災
や
東

日
本
大
震
災
な
ど
の
地
震
災
害
、
局
所
・
集
中

化
す
る
豪
雨
や
大
型
化
す
る
台
風
に
よ
る
自
然

災
害
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の
よ
う
な
事
件
災

害
、
さ
ら
に
は
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
も
深
刻
な
災
害
と
い
え
る
。
こ
れ
ら

の
災
害
に
は
最
前
線
で
消
防
や
警
察
、
時
に
は

自
衛
隊
が
、
後
方
で
は
医
療
・
保
健
従
事
者
や

公
務
員
、
時
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
対
峙
し
て
き

た
。
そ
し
て
、
災
害
に
立
ち
向
か
う
労
働
者
は

常
に
生
命
や
健
康
の
危
機
に
曝
さ
れ
て
き
た
。

東
日
本
大
震
災
は
極
め
て
甚
大
な
被
害
を
わ

が
国
に
も
た
ら
し
た
が
、
そ
の
対
応
に
あ
た
っ

た
労
働
者
も
多
大
な
影
響
を
受
け
た
。
も
ち
ろ

ん
、
災
害
時
に
亡
く
な
っ
た
労
働
者
も
多
い
の

だ
が
、
研
究
所
で
は
過
労
死
等
防
止
調
査
研
究

セ
ン
タ
ー
と
労
働
者
放
射
線
障
害
防
止
研
究
セ

ン
タ
ー
が
こ
れ
ら
の
労
働
者
の
健
康
問
題
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
過
労
死
セ
ン
タ
ー
で
は
、
被

災
者
支
援
や
復
興
に
向
け
た
長
時
間
労
働
に
よ

る
脳
心
疾
患
や
ご
遺
体
の
確
認
作
業
あ
る
い
は

悲
惨
の
災
害
場
面
の
遭
遇
に
よ
る
う
つ
病
や
Ｐ

Ｔ
Ｓ
Ｄ
（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
を
発
症

し
た
労
災
・
公
務
災
害
事
案
を
検
討
し
て
き
た
。

ま
た
、
放
射
線
セ
ン
タ
ー
で
は
東
電
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
時
に
、
引
き

上
げ
ら
れ
た
緊
急
時
の
被
ば
く
線
量
限
度
の
も

と
で
緊
急
作
業
に
従
事
し
た
労
働
者
を
対
象

に
、
被
ば
く
線
量
と
健
康
と
の
関
係
に
つ
い
て

疫
学
的
追
跡
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
災
害
の
違
い
に
よ
っ
て
、
対
峙

す
る
労
働
者
が
曝
さ
れ
る
リ
ス
ク
は
異
な
る
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
災
害
で
は
、
院
内
感
染
に
み
る
よ
う
に
医
療

労
働
者
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
生
物
学
的

因
子
に
強
く
曝
さ
れ
、
自
ら
が
感
染
し
た
事
案

も
多
数
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
で
も
、

重
症
患
者
の
搬
入
増
加
に
伴
う
業
務
上
の
ス
ト

レ
ス
、
長
時
間
勤
務
や
休
憩
・
睡
眠
不
足
な
ど

に
伴
う
疲
労
困
憊
状
態
が
筋
骨
格
系
障
害
、
燃

え
尽
き
症
候
群
、
医
療
事
故
の
誘
発
な
ど
、
単

な
る
健
康
障
害
に
止
ま
ら
ず
、
適
切
な
医
療
の

提
供
さ
え
も
ま
ま
な
ら
な
い
医
療
崩
壊
を
引
き

起
し
て
い
た
。

今
回
、
本
誌
で
特
集
さ
れ
る
消
防
職
員
は
災

害
に
立
ち
向
か
う
労
働
者
の
典
型
で
あ
る
。
地

震
や
水
害
な
ど
の
天
災
時
に
住
民
等
の
生
命
や

財
産
を
守
る
業
務
、
工
場
火
災
の
よ
う
な
特
殊

な
状
況
下
で
の
消
火
業
務
、
交
通
事
故
で
の
救

命
救
助
業
務
、
重
篤
な
感
染
症
患
者
の
搬
送
業

務
、
ま
さ
に
、
消
防
職
員
は
、
生
命
や
健
康
を

脅
か
す
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
と
隣
り
合
わ
せ
で

働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
環
境
に
あ
る
。

私
が
大
学
院
生
の
頃
に「
平
時
の
安
全
衛
生
、

戦
時
の
災
害
補
償
」と
い
う
考
え
方
に
接
し
た
。

安
全
衛
生
は
労
働
災
害
や
健
康
障
害
を
想
定
し

た
日
頃
か
ら
の
予
防
対
策
活
動
が
重
要
に
な

り
、
災
害
時
に
発
生
し
た
労
働
災
害
や
健
康
障

害
は
予
見
で
き
な
い
事
案
が
多
い
た
め
、
労
災

補
償
と
し
て
対
応
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
考

え
方
で
あ
る
。
一
理
あ
る
と
思
う
。
今
ま
で
、

生
命
と
健
康
を
脅
か
す
災
害
関
連
の
リ
ス
ク
に

対
し
て
、
現
行
の
労
働
安
全
衛
生
法
規
は
列
挙

方
式
で
あ
る
た
め
、
想
定
外
の
リ
ス
ク
と
災
害

や
健
康
障
害
に
対
応
で
き
て
こ
な
か
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を
経
験
し
て

き
た
私
た
ち
だ
か
ら
こ
そ
、
災
害
に
立
ち
向
か

う
労
働
者
が
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
に
曝
さ
れ
、

結
果
的
に
生
命
や
健
康
の
危
機
に
直
面
す
る
の

か
、
ど
う
す
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

具
体
的
な
予
防
対
策
を
志
向
す
る
安
全
衛
生
を

考
え
る
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
う
だ 

し
げ
き

独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構 

労
働
安
全
衛
生
総
合
研
究
所 

所
長
代
理

主
な
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作
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す
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日
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学
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興
財
団
、
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年
．
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２
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０
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年
．
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０
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